
まほろば

　毎年恒例の夏休み子どもひろばが開催されました。2日目には、『夏のちびっこ運動会』が
楽しみ隊（小学4年生以上の有志）企画で行われました。ダンボールつみつみ、玉入れなど
4種目を競い合い、体育館に子どもたちの大きな掛け声が飛び交います。結果は…赤色・水色
チームの勝利！ 最後はみんなで健闘を称え合いました。

広報「まほろば」は皆さまからいただいた社協会費の一部をあてて発行しています。
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チーム対抗運動会、勝利は誰の手に！？
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実習生からの感想

8 月 31 日（日）に山形村総合防災訓練
が行われました。中大池区と下竹田区では、
本会職員が「災害の当事者支援者の証言か
ら学ぶ」をテーマに講演いたしました。当
日は社会福祉士を目指す実習生 2名も訓練
に参加させていただき、学びを深めました。

6月14日（土）山形村社会福祉協議会と東日本大震災「山

形村からできる支援」を考える会の共催により交流シンポジ

ウムを開催しました。

当日は岩手県山田町より３名を招き、震災当時の記憶や

復興の様子、未来への展望等ご講演いただきました。会場へ

は70名以上の参加者が集まり、熱心に耳を傾けていました。

発災から14年が経ち、まもなく丸15年を迎えようとしてい

ます。発災当時からの継続的な支援により、ご縁ができた

現地の皆さんからお話を伺うことで、震災の記憶を風化さ

せることなく、山形村の防災意識の向上へとつながる機会

になりました。

交流会の場では山形村赤十字奉仕団による山形村の特

産品を活かした手料理のおもてなしや岩手県の物産展があ

り、「食」でも地域のつながりを感じることができました。

あの時の記憶や感情を忘れることなく、今の山形村ででき

る防災の仕組みを考え、山形村社会福祉協議会としても自

助・共助の取り組みを進めていきたいと思います。

― 忘れない、東日本大震災  ―
岩手県山田町との交流シンポジウム

社協活動周知運動へのご協力ありがとうございました！

※集計期間：4 月 1日～ 8 月 31 日

周知運動の期間は終了しましたが、
引き続き社協の窓口では「社会福祉協
議会普通会員会費・賛助会員会費」「赤
い羽根共同募金」「日赤活動資金」を受
け付けております。
ご協力をお願い申し上げます。

6地区の公民館を周りながら、イベント開催とともに会費や募金の受付窓口を開設してきました。

食育セミナー 
「生活に役立つ食の知識」

スマイル食育の皆さんによる食の大切さについ
ての講演と、豆から手作りしている自家製味噌
を使った味噌汁の試飲を行いました。

社協では、皆さまからいただいた赤い羽根共同
募金の配分金を財源に、レク用具や車いすなど
の備品整備・貸出をしています。

認知症の予防に関する講習会

赤十字健康生活支援講習として
「地域で支える認知症」を学びました。
認知症とはなにか、自分自身も認知症になら
ないための、心得や予防策もお聞きしました。

上大池

下大池 上竹田

納入結果

社協普通会員会費 300,500 円

社協賛助会員会費 165,000 円

赤い羽根共同募金 180,895 円

日赤活動資金 176,400 円

子ども向け
レク用具体験会

山形村総合防災訓練

講演では能登半島地震の様子をもとに災害
時の避難の方法や共助について考えることがで
きました。普段から周りにはどのような人が暮ら
しているのか少し気にしてみることで、助けを
待っている人をみんなで支えていける地域にし
ていく事ができます。地域支え合いマップや地
域活動への参加、ローリングストック法等でき
ることから取り組んでいただければと思います。

防災訓練は命を守り、大切なものを失わないため
の訓練であることを大人になった今、痛感しておりま
す。災害はいつ起きるのか、規模はどうなるのか、
何がなくなってしまうのか分かりません。ただ、過去
から学ぶことはできます。自分の家庭に必要な備蓄
品、迅速な避難方法、公的な支援が行き届くまでの
時間を知っておくことが大切です。自分自身も備えて
いきたいと思いました。

長野大学 3 年　清沢 夏未　 松本大学 4 年　亀野 莊　
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11月・12月の予定

イベントの詳細についてはホームページをご覧ください。
地域活動の日程掲載を希望される方は、下記までご連絡ください。

13:30～

小坂分館／
山形村社会福祉協議会

スマイルみどりん11月2日（日） スマイルみどりん やきいも大会 みどりん農園

山形村社会福祉協議会15:30～11月22日（土） おさがリユース会 山形小学校 体育館

山形村社会福祉協議会12:00～11月28日（金） ふれあい会食会 農業者トレーニングセンター

10:00～ キッチン和っこ 子ども食堂実行委員会11月29日（土） 農業者トレーニングセンター

山形村社会福祉協議会12月7日（日） 13:30～ 山形村福祉のつどい デイサービスセンターいちいの里

子ども食堂実行委員会12月13日（土）10:00～ キッチン和っこ 農業者トレーニングセンター

山形村社会福祉協議会12月24日（水） サロン交流会 農業者トレーニングセンター

開催日時 イベント名 場 所 主催者

11月8日（土） 小坂分館 あったか広場 ミラ・フード館13:30～

12:30～

今年度も「山形村福祉のつどい」を行い
ます。日頃から山形村社会福祉協議会を支
えてくださっている住民の方 と々の繋がりに
感謝の気持ちを込めて開催します。

福祉のつどい を開催します！山形村
「いつも一緒に ～ともにあるいていこう～」テーマ

日時

場所

内容 ● 会長表彰 ● 石川県物産展
● 就労支援事業所製品販売 ● 壁画展示
● 体験コーナー（身体機能測定など）
● 赤十字奉仕団コーナー

山形村社会福祉協議会
デイサービスセンターいちいの里内

令和7年12月7日（日）  午後1時30分 開始予定


